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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 164,303 3.4 7,946 △36.1 8,737 △27.2 7,664 △5.4

2022年３月期第２四半期 158,902 △12.3 12,440 △10.2 11,999 △5.2 8,105 △5.3
(注)包括利益 2023年３月期第２四半期 10,377百万円( 15.2％) 2022年３月期第２四半期 9,010百万円( 1.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 46.52 －

2022年３月期第２四半期 44.30 44.30
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 284,167 142,556 49.9

2022年３月期 295,332 141,682 47.7
(参考) 自己資本 2023年３月期第２四半期 141,701百万円 2022年３月期 140,921百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 20.00 － 20.00 40.00

2023年３月期 － 20.00

2023年３月期(予想) － 20.00 40.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

　

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 377,000 10.8 23,200 △12.8 23,100 △10.6 17,700 0.2 108.38
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
　

詳細は、【添付資料】３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」を

ご覧ください。

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

新規 － 社（社名） 、除外 － 社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

（注）詳細は、【添付資料】10ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期２Ｑ 181,021,197株 2022年３月期 181,021,197株

② 期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 19,160,800株 2022年３月期 12,050,920株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 164,774,436株 2022年３月期２Ｑ 182,949,518株
　

役員報酬ＢＩＰ信託が所有する628,754株及び株式付与ＥＳＯＰ信託が所有する706,400株は、期末自己株式数に含めて記載

しており、期中平均株式数は、当該役員報酬ＢＩＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託が所有する株式を考慮して計算・記載し

ております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（１）本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的だと判断
する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】３ページ「１.当四半期
決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（２）当社は、2022年11月21日（月）にアナリスト・金融機関向け決算説明会を開催する予定です。この説明会で配付
する決算説明会資料については、当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、経済社会活動の正常化が進み、緩やかに持ち直してきま

した。

今後についても、各種政策の効果もあって、持ち直していくことが期待されますが、世界的な金融引締め等が

続く中、海外景気の下振れがわが国の景気を下押しするリスクとなっております。また、物価上昇、供給面での

制約、金融資本市場の変動等の影響に十分注意する必要があります。

建設業界におきましては、政府建設投資は底堅く推移し、民間建設投資は引き続き回復基調を維持しました。

一方で、資材価格等の高騰の影響は続いており、今後も注視が必要な状況となっております。

このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高1,643億円(前年同四半期

1,589億円、前年同四半期比3.4％の増加)、営業利益79億円(前年同四半期124億円、前年同四半期比36.1％の減

少)、経常利益87億円(前年同四半期119億円、前年同四半期比27.2％の減少)、親会社株主に帰属する四半期純利

益は76億円(前年同四半期81億円、前年同四半期比5.4％の減少)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりです。

(土木事業)

受注高は437億円(前年同四半期比10.5％の増加)、完成工事高は611億円(前年同四半期比3.4％の減少)、営業

利益は69億円(前年同四半期比8.6％の減少)となりました。

(建築事業)

受注高は1,702億円(前年同四半期比116.6％の増加)、完成工事高は866億円(前年同四半期比5.3％の増加)、

営業利益は34億円(前年同四半期比43.0％の減少)となりました。

(グループ事業)

売上高は142億円(前年同四半期比31.5％の増加)、営業利益は３億円(前年同四半期比72.6％の減少)となりま

した。

(その他)

売上高は22億円(前年同四半期比8.8％の減少)、営業利益は２億円(前年同四半期比23.2％の減少)となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

資産の部では現金預金などが減少し、負債の部では工事未払金等などが減少しました。その結果、当第２四半

期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末より111億円減少し2,841億円となり、負債は、前連結会計年度

末より120億円減少し1,416億円となりました。純資産は、利益剰余金の増加などにより前連結会計年度末より８

億円増加し1,425億円となり、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ2.2ポイント増加し49.9％となりました。

また、現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間の期末残高は、期首残高と比較して170億円減少し、

477億円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　預り金の減少72億円、仕入債務の減少69億円などの資金減少要因が、税金等調整前四半期純利益113億円、未成

工事受入金の増加54億円などの資金増加要因を上回ったことにより、94億円の資金減少（前年同四半期は287億円

の資金減少）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

有形固定資産の取得による支出９億円などの資金減少要因により、５億円の資金減少（前年同四半期は10億円

の資金減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　自己株式の取得による支出61億円、配当金の支払額33億円、長期借入金の返済による支出24億円などの資金減

少要因が、長期借入れによる収入45億円などの資金増加要因を上回ったことにより、79億円の資金減少（前年同

四半期は61億円の資金減少）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期までの業績及び今後の工事の進捗を踏まえ、2022年５月13日に公表した2023年３月期通期（2022年４

月１日～2023年３月31日）の業績予想を、以下のとおり修正しました。

①2023年３月期通期 (2022年４月１日～2023年３月31日) 連結業績予想数値の修正 (単位：百万円)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

前回発表予想 (A) 377,000 24,000 23,100 15,600 92.32

今回修正予想 (B) 377,000 23,200 23,100 17,700 108.38

増 減 額 (B－A) － △800 － 2,100

増 減 率 (％) － △3.3 － 13.5

[ご参考]前期実績
(2022年３月期)

340,293 26,600 25,838 17,671 98.84

②2023年３月期通期 (2022年４月１日～2023年３月31日) 個別業績予想数値の修正 (単位：百万円)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

前回発表予想 (A) 353,000 22,600 22,100 15,100 89.36

今回修正予想 (B) 353,000 21,800 22,100 17,200 105.32

増 減 額 (B－A) － △800 － 2,100

増 減 率 (％) － △3.5 － 13.9

[ご参考]前期実績
(2022年３月期)

315,867 24,114 23,939 16,558 92.62
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 66,080 49,239

受取手形・完成工事未収入金等 140,431 137,690

未成工事支出金 4,075 5,769

その他の棚卸資産 7,930 8,396

その他 9,567 13,631

貸倒引当金 △14 △13

流動資産合計 228,070 214,713

固定資産

有形固定資産

土地 15,852 15,759

その他（純額） 14,334 14,459

有形固定資産合計 30,186 30,218

無形固定資産 1,542 1,534

投資その他の資産

投資有価証券 20,960 23,403

繰延税金資産 7,091 6,469

その他 7,482 8,292

貸倒引当金 △1 △464

投資その他の資産合計 35,532 37,699

固定資産合計 67,262 69,453

資産合計 295,332 284,167

負債の部

流動負債

工事未払金等 47,134 40,210

短期借入金 16,676 17,064

1年内償還予定の社債 237 182

未払法人税等 3,071 3,991

未成工事受入金 18,237 23,731

完成工事補償引当金 1,442 1,487

賞与引当金 2,690 2,730

工事損失引当金 595 407

火災損害等損失引当金 3,921 －

その他 46,381 36,805

流動負債合計 140,388 126,613

固定負債

社債 162 71

長期借入金 7,640 9,289

繰延税金負債 37 36

退職給付に係る負債 3,816 3,773

環境対策引当金 138 138

役員株式給付引当金 162 237

従業員株式給付引当金 － 280

その他 1,302 1,169

固定負債合計 13,261 14,997

負債合計 153,650 141,610
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 17,006 17,006

資本剰余金 17,058 17,058

利益剰余金 114,124 118,396

自己株式 △10,422 △16,531

株主資本合計 137,766 135,929

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,996 4,532

繰延ヘッジ損益 △345 602

為替換算調整勘定 85 233

退職給付に係る調整累計額 417 403

その他の包括利益累計額合計 3,154 5,772

非支配株主持分 761 854

純資産合計 141,682 142,556

負債純資産合計 295,332 284,167
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第２四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高

完成工事高 147,717 150,579

その他の事業売上高 11,184 13,723

売上高合計 158,902 164,303

売上原価

完成工事原価 127,267 132,809

その他の事業売上原価 9,289 12,628

売上原価合計 136,556 145,438

売上総利益

完成工事総利益 20,449 17,770

その他の事業総利益 1,895 1,094

売上総利益合計 22,345 18,864

販売費及び一般管理費 9,904 10,918

営業利益 12,440 7,946

営業外収益

受取配当金 126 162

為替差益 － 849

その他 78 215

営業外収益合計 204 1,227

営業外費用

支払利息 152 155

持分法による投資損失 － 23

支払手数料 143 151

為替差損 141 －

その他 207 105

営業外費用合計 645 435

経常利益 11,999 8,737

特別利益

受取損害賠償金 － 2,700

火災損害等損失引当金戻入額 － 305

補助金収入 － 94

特別利益合計 － 3,100

特別損失

火災損害等損失 12 －

固定資産圧縮損 － 90

固定資産売却損 18 －

固定資産除却損 － 61

投資有価証券評価損 25 －

本社移転費用 － 338

訴訟関連損失 18 2

特別損失合計 76 493

税金等調整前四半期純利益 11,923 11,345

法人税等 3,822 3,687

四半期純利益 8,100 7,657

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △4 △7

親会社株主に帰属する四半期純利益 8,105 7,664
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(四半期連結包括利益計算書)

(第２四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

四半期純利益 8,100 7,657

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 860 1,535

為替換算調整勘定 24 249

退職給付に係る調整額 24 △14

持分法適用会社に対する持分相当額 － 948

その他の包括利益合計 909 2,719

四半期包括利益 9,010 10,377

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,009 10,282

非支配株主に係る四半期包括利益 0 94
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 11,923 11,345

減価償却費 1,181 1,019

固定資産圧縮損 － 90

補助金収入 － △94

受取損害賠償金 － △2,700

火災損害等損失 12 －

固定資産除却損 － 61

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1 463

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △76 44

工事損失引当金の増減額（△は減少） △473 △187

火災損害等損失引当金の増減額（△は減少） － △305

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △53 △286

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 59 105

受取利息及び受取配当金 △140 △194

支払利息 152 155

為替差損益（△は益） 104 △767

持分法による投資損益（△は益） － 23

売上債権の増減額（△は増加） △10,193 2,759

未成工事支出金の増減額（△は増加） 895 △1,691

その他の棚卸資産の増減額（△は増加） 2,625 △466

立替金の増減額（△は増加） △2,682 △1,311

未収消費税等の増減額（△は増加） 297 △3,295

仕入債務の増減額（△は減少） △8,390 △6,936

未成工事受入金の増減額（△は減少） △8,600 5,474

預り金の増減額（△は減少） △6,666 △7,225

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,308 △1,024

その他 △1,883 △182

小計 △24,214 △5,128

利息及び配当金の受取額 173 246

利息の支払額 △138 △162

損害賠償金の支払額 △128 △5,432

損害賠償金の受取額 － 2,700

保険金の受取額 － 1,130

法人税等の支払額 △4,437 △2,779

営業活動によるキャッシュ・フロー △28,745 △9,426

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △61 △140

定期預金の払戻による収入 60 130

有価証券及び投資有価証券の取得による支出 △181 △208

有価証券及び投資有価証券の売却による収入 2 －

有形固定資産の取得による支出 △881 △956

有形固定資産の売却による収入 15 6

敷金及び保証金の回収による収入 225 697

補助金の受取額 － 94

その他 △263 △143

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,084 △519
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △16 △97

長期借入れによる収入 4,239 4,550

長期借入金の返済による支出 △2,083 △2,499

社債の償還による支出 △145 △145

自己株式の取得による支出 △5,213 △6,117

配当金の支払額 △2,803 △3,392

非支配株主への配当金の支払額 △1 △1

その他 △168 △295

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,193 △7,999

現金及び現金同等物に係る換算差額 △80 926

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △36,104 △17,019

現金及び現金同等物の期首残高 128,035 64,739

現金及び現金同等物の四半期末残高 91,931 47,720
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2022年３月29日開催の取締役会決議に基づき、自己株式6,413,400株の取得を行っています。この結

果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が5,486百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において

自己株式が16,531百万円となっています。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

(税金費用の計算)

税金費用の算定については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて算定しています。

ただし、当該見積実効税率を用いて算定すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用

する方法を採用しています。

（会計方針の変更）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27

－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって

適用することとしています。なお、当該会計基準適用指針の適用が四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。

（追加情報）

（業績連動型株式報酬制度）

当社は、業績連動型株式報酬制度として取締役及び執行役員に対して「取締役等に対する業績連動型株式報酬

制度」、従業員に対して「株式付与ＥＳＯＰ信託制度」を導入しています。

１ 取締役等に対する業績連動型株式報酬制度

（1）取引の概要

当社は、取締役及び執行役員（社外取締役及び国内非居住者を除く。以下併せて「取締役等」という。）へ

のインセンティブプランとして、2016年度から株式報酬制度（以下「本制度」という。）を導入しています。

本制度は当社の中長期的な業績の向上と企業価値の増大への貢献意識を高めることを目的とした、会社業績と

の連動性が高く、かつ透明性及び客観性の高い報酬制度です。

具体的には、役員報酬ＢＩＰ（Board Incentive Plan）信託（以下「ＢＩＰ信託」という。）と称される仕

組みを採用し、役位及び業績目標の達成度等に応じて取締役等にＢＩＰ信託により取得した当社株式及びその

換価処分金相当額の金銭を交付及び給付するものです。

（2）信託に残存する当社株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己

株式として計上しています。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末452百万円及び639,519

株、当第２四半期連結会計期間末445百万円及び628,754株です。
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２ 株式付与ＥＳＯＰ信託制度

（1）取引の概要

当社は、2022年５月27日開催の取締役会において、当社の従業員（以下、「従業員」という。）へのインセ

ンティブプランとして、株式付与ＥＳＯＰ信託（以下、「ＥＳＯＰ信託」という。）を導入することを決議し

ました。ＥＳＯＰ信託は、従業員における処遇改善とともに、当社の中長期的な業績や株価への意識を高める

ことにより、持続的な企業価値向上を目指した業務遂行を一層促進すること、並びに当社の将来的な経営人材

の成長・成果と当社の発展・企業価値向上との関連性を強化することを目的としたインセンティブプランで

す。

具体的には、当社が従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者として、信託期間中の従業員の勤務状況

や業績目標の達成度に応じて、従業員にＥＳＯＰ信託により取得した当社株式及びその換価処分金相当額の金

銭を交付及び給付するものです。

（2）会計処理

株式交付規定に基づく従業員への当社株式の交付に備えるため、当第２四半期連結会計期間における株式給

付債務の見込額に基づき、費用及びこれに対応する従業員株式給付引当金を計上しています。

（3）信託に残存する当社株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の額に自己

株式として計上しています。当第２四半期連結会計期間における当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、629百

万円及び706,400株です。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年９月30日)

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連
結損益計
算書計上

額
(注３)

土木事業 建築事業
グループ
事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 63,260 82,327 10,838 156,426 2,475 158,902 － 158,902

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 0 25,381 25,381 7 25,388 △25,388 －

計 63,260 82,327 36,219 181,807 2,483 184,290 △25,388 158,902

セグメント利益 7,656 6,016 1,305 14,978 304 15,282 △2,842 12,440

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、調査・研究受託業務等を含んで

います。

２．セグメント利益の調整額△2,842百万円には、セグメント間取引消去及びその他５百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△2,847百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費です。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)

　１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連
結損益計
算書計上

額
(注３)

土木事業 建築事業
グループ
事業

合計

売上高

外部顧客への売上高 61,127 86,664 14,254 162,045 2,257 164,303 － 164,303

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 7 24,545 24,552 8 24,561 △24,561 －

計 61,127 86,671 38,799 186,598 2,266 188,864 △24,561 164,303

セグメント利益 6,999 3,430 358 10,788 233 11,022 △3,076 7,946

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、調査・研究受託業務等を含んで

います。

２．セグメント利益の調整額△3,076百万円には、セグメント間取引消去及びその他24百万円及び各報告セグメン

トに配分していない全社費用△3,101百万円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費です。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．（参考）四半期個別財務諸表

（１）四半期個別貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 56,845 39,534

受取手形・完成工事未収入金等 139,294 137,125

未成工事支出金 4,420 5,770

その他の棚卸資産 1,410 1,548

その他 8,953 13,056

貸倒引当金 △14 △13

流動資産合計 210,910 197,022

固定資産

有形固定資産

土地 12,979 12,977

その他（純額） 10,821 11,152

有形固定資産合計 23,800 24,130

無形固定資産 1,285 1,261

投資その他の資産

投資有価証券 23,359 25,814

繰延税金資産 6,638 5,991

その他 9,126 8,973

貸倒引当金 △1 △464

投資その他の資産合計 39,123 40,313

固定資産合計 64,209 65,705

資産合計 275,120 262,728
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(単位：百万円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当第２四半期会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

工事未払金等 48,743 42,046

短期借入金 16,590 16,979

1年内償還予定の社債 237 182

未払法人税等 2,500 3,835

未成工事受入金 17,599 22,965

完成工事補償引当金 1,440 1,485

賞与引当金 2,567 2,589

工事損失引当金 594 403

火災損害等損失引当金 3,921 －

その他 38,449 27,952

流動負債合計 132,644 118,441

固定負債

社債 162 71

長期借入金 7,254 8,946

退職給付引当金 2,989 3,007

環境対策引当金 138 138

役員株式給付引当金 162 237

従業員株式給付引当金 － 280

その他 1,036 1,025

固定負債合計 11,744 13,708

負債合計 144,389 132,149

純資産の部

株主資本

資本金 17,006 17,006

資本剰余金 17,123 17,123

利益剰余金 104,058 108,471

自己株式 △10,422 △16,531

株主資本合計 127,765 126,069

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 2,965 4,509

評価・換算差額等合計 2,965 4,509

純資産合計 130,730 130,578

負債純資産合計 275,120 262,728
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（２）四半期個別損益計算書

(第２四半期累計期間)

(単位：百万円)
前第２四半期累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

売上高

完成工事高 146,026 148,100

その他の事業売上高 2,483 2,266

売上高合計 148,510 150,366

売上原価

完成工事原価 126,069 130,681

その他の事業売上原価 2,150 1,986

売上原価合計 128,219 132,667

売上総利益

完成工事総利益 19,957 17,419

その他の事業総利益 333 280

売上総利益合計 20,290 17,699

販売費及び一般管理費 9,104 10,090

営業利益 11,185 7,608

営業外収益 480 1,544

営業外費用 627 397

経常利益 11,038 8,756

特別利益 － 3,005

特別損失 57 398

税引前四半期純利益 10,980 11,363

法人税等 3,434 3,558

四半期純利益 7,546 7,805

(注) １．四半期個別財務諸表は、法定開示におけるレビュー対象ではありません。

２．四半期個別財務諸表は、四半期財務諸表等規則に準拠して作成し、建設業法施行規則に準じて記載しており

ますが、科目の区分掲記につきましては一部要約しております。
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４．補足情報

（１）2023年３月期 第２四半期累計期間実績および通期見通し

１．個別 (単位：百万円、単位未満切捨)

項目
前第２四半期
累計期間実績
(2021年９月)

当第２四半期累計期間
(2022年９月)

前期実績
(2022年３月)

当期業績予想
（2023年３月）

業績予想
(2022年５月

公表)
実績

2022年５月
公表

今回予想

受
注
高

土木工事 39,602 50,000 43,754 122,593 125,000 125,000

建築工事 78,584 112,500 170,216 187,250 230,000 230,000

受注高計 118,186 162,500 213,970 309,843 355,000 355,000

完
工
高

土木工事 63,699 62,000 61,428 132,264 145,000 135,000

建築工事 82,327 85,000 86,671 178,526 200,000 210,000

完工高計 146,026 147,000 148,100 310,790 345,000 345,000

完
工
総
利
益

土木工事
10,508 9,800 10,290 21,467 23,200 22,700

(16.5％) (15.8％) (16.8％) (16.2％) (16.0％) (16.8％)

建築工事
9,448 7,300 7,128 20,622 17,500 18,000

(11.5％) (8.6％) (8.2％) (11.6％) (8.8％) (8.6％)

完成工事
総利益計

19,957 17,100 17,419 42,090 40,700 40,700

(13.7％) (11.6％) (11.8％) (13.5％) (11.8％) (11.8％)

総売上総売上総売上総売上総売上高高高高高 111114444488888,,,,,555551111100000 111115555511111,,,,,000000000000000 111115555500000,,,,,333336666666666 333331111155555,,,,,888886666677777 333335555533333,,,,,000000000000000 333335555533333,,,,,000000000000000

売上総利益
20,290 17,500 17,699 42,744 41,500 41,500

(13.7％) (11.6％) (11.8％) (13.5％) (11.8％) (11.8％)

販売費及び一般管理費 9,104 9,500 10,090 18,629 18,900 19,700

営業利営業利営業利営業利営業利益益益益益
1111111111,,,,,111118888855555 88888,,,,,000000000000000 77777,,,,,666660000088888 2222244444,,,,,111111111144444 2222222222,,,,,666660000000000 2222211111,,,,,888880000000000

(7.5％) (5.3％) (5.1％) (7.6％) (6.4％) (6.2％)

営業外収支(金融収支)
△147 △300 1,147 △174 △500 300

(262) (220) (371) (275) (230) (300)

経常利経常利経常利経常利経常利益益益益益
1111111111,,,,,000003333388888 77777,,,,,777770000000000 88888,,,,,777775555566666 2222233333,,,,,999993333399999 2222222222,,,,,111110000000000 2222222222,,,,,111110000000000

(7.4％) (5.1％) (5.8％) (7.6％) (6.3％) (6.3％)

特別損益尻 △57 △300 2,607 △422 △300 2,600

税引前当期(四半期)純
利益

10,980 7,400 11,363 23,517 21,800 24,700

(7.4％) (4.9％) (7.6％) (7.4％) (6.2％) (7.0％)

税金費用 3,434 2,400 3,558 6,958 6,700 7,500

当期当期当期当期当期(((((四半期四半期四半期四半期四半期)))))純利純利純利純利純利益益益益益
77777,,,,,555554444466666 55555,,,,,000000000000000 77777,,,,,888880000055555 1111166666,,,,,555555555588888 1111155555,,,,,111110000000000 1111177777,,,,,222220000000000

(5.1％) (3.3％) (5.2％) (5.2％) (4.3％) (4.9％)

２．連結 (単位：百万円、単位未満切捨)

項目
前第２四半期
累計期間実績
(2021年９月)

当第２四半期累計期間
(2022年９月)

前期実績
(2022年３月)

当期業績予想
（2023年３月）

業績予想
(2022年５月

公表)
実績

2022年５月
公表

今回予想

総売上総売上総売上総売上総売上高高高高高 111115555588888,,,,,999990000022222 111116666622222,,,,,000000000000000 111116666644444,,,,,333330000033333 333334444400000,,,,,222229999933333 333337777777777,,,,,000000000000000 333337777777777,,,,,000000000000000

販売費及び一般管理費 9,904 10,300 10,918 20,261 20,600 21,400

営業利営業利営業利営業利営業利益益益益益
1111122222,,,,,444444444400000 88888,,,,,222220000000000 77777,,,,,999994444466666 2222266666,,,,,666660000000000 2222244444,,,,,000000000000000 2222233333,,,,,222220000000000

(7.8％) (5.1％) (4.8％) (7.8％) (6.4％) (6.2％)

経常利経常利経常利経常利経常利益益益益益
1111111111,,,,,999999999999999 77777,,,,,666660000000000 88888,,,,,777773333377777 2222255555,,,,,888883333388888 2222233333,,,,,111110000000000 2222233333,,,,,111110000000000

(7.6％) (4.7％) (5.3％) (7.6％) (6.1％) (6.1％)

親親親親親会会会会会社社社社社株株株株株主主主主主ににににに帰帰帰帰帰属属属属属すすすすするるるるる
当期当期当期当期当期(((((四半期四半期四半期四半期四半期)))))純利純利純利純利純利益益益益益

88888,,,,,111110000055555 44444,,,,,777770000000000 77777,,,,,666666666644444 1111177777,,,,,666667777711111 1111155555,,,,,666660000000000 1111177777,,,,,777770000000000

(5.1％) (2.9％) (4.7％) (5.2％) (4.1％) (4.7％)
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（２）当社個別の受注・売上・繰越高

(建設事業受注高) (単位：百万円、％)

区分

前第２四半期累計期間
自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

当第２四半期累計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

増減
前期実績

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

国内土木

官公庁 25,177 [63.8] 22,100 [54.6] △3,076 △12.2 80,672 [65.9]

民間 14,270 [36.2] 18,374 [45.4] 4,103 28.8 41,760 [34.1]

計 39,447 33.4 40,474 18.9 1,026 2.6 122,432 39.5

国内建築

官公庁 14,065 [19.5] 52,147 [35.3] 38,082 270.8 29,467 [16.9]

民間 58,061 [80.5] 95,689 [64.7] 37,628 64.8 145,009 [83.1]

計 72,126 61.0 147,836 69.1 75,710 105.0 174,476 56.3

国内合計

官公庁 39,242 [35.2] 74,247 [39.4] 35,005 89.2 110,139 [37.1]

民間 72,331 [64.8] 114,063 [60.6] 41,731 57.7 186,770 [62.9]

計 111,574 94.4 188,311 88.0 76,736 68.8 296,909 95.8

海外工事

土木 154 [2.3] 3,279 [12.8] 3,125 2,023.3 160 [1.2]

建築 6,458 [97.7] 22,379 [87.2] 15,921 246.5 12,773 [98.8]

計 6,612 5.6 25,659 12.0 19,046 288.0 12,933 4.2

合計

土木 39,602 [33.5] 43,754 [20.4] 4,151 10.5 122,593 [39.6]

建築 78,584 [66.5] 170,216 [79.6] 91,631 116.6 187,250 [60.4]

計 118,186 100.0 213,970 100.0 95,783 81.0 309,843 100.0

(建設事業売上高) (単位：百万円、％)

区分

前第２四半期累計期間
自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

当第２四半期累計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

増減
前期実績

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

国内土木

官公庁 38,437 [64.1] 36,931 [64.3] △1,505 △3.9 76,435 [61.3]

民間 21,534 [35.9] 20,536 [35.7] △998 △4.6 48,200 [38.7]

計 59,972 41.1 57,467 38.8 △2,504 △4.2 124,636 40.1

国内建築

官公庁 13,331 [16.6] 12,234 [15.7] △1,096 △8.2 26,661 [15.6]

民間 66,766 [83.4] 65,816 [84.3] △949 △1.4 144,758 [84.4]

計 80,097 54.9 78,051 52.7 △2,046 △2.6 171,420 55.2

国内合計

官公庁 51,768 [37.0] 49,166 [36.3] △2,602 △5.0 103,097 [34.8]

民間 88,300 [63.0] 86,352 [63.7] △1,947 △2.2 192,959 [65.2]

計 140,069 95.9 135,519 91.5 △4,550 △3.2 296,057 95.3

海外工事

土木 3,726 [62.6] 3,960 [31.5] 233 6.3 7,627 [51.8]

建築 2,229 [37.4] 8,620 [68.5] 6,390 286.6 7,106 [48.2]

計 5,956 4.1 12,580 8.5 6,624 111.2 14,733 4.7

合計

土木 63,699 [43.6] 61,428 [41.5] △2,270 △3.6 132,264 [42.6]

建築 82,327 [56.4] 86,671 [58.5] 4,344 5.3 178,526 [57.4]

計 146,026 100.0 148,100 100.0 2,073 1.4 310,790 100.0
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(建設事業繰越高) (単位：百万円、％)

区分

前第２四半期累計期間
自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

当第２四半期累計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

増減
前期実績

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 金額 構成比

国内土木

官公庁 126,516 [43.5] 129,182 [44.2] 2,665 2.1 144,013 [46.5]

民間 164,643 [56.5] 163,304 [55.8] △1,338 △0.8 165,466 [53.5]

計 291,160 59.3 292,487 49.9 1,327 0.5 309,480 59.7

国内建築

官公庁 45,206 [25.6] 87,190 [33.9] 41,984 92.9 47,277 [25.2]

民間 131,335 [74.4] 170,164 [66.1] 38,828 29.6 140,291 [74.8]

計 176,541 35.9 257,354 43.9 80,812 45.8 187,569 36.2

国内合計

官公庁 171,723 [36.7] 216,372 [39.4] 44,649 26.0 191,291 [38.5]

民間 295,978 [63.3] 333,468 [60.6] 37,490 12.7 305,758 [61.5]

計 467,701 95.2 549,841 93.8 82,139 17.6 497,049 95.8

海外工事

土木 14,315 [60.7] 10,524 [29.1] △3,791 △26.5 10,664 [49.3]

建築 9,287 [39.3] 25,598 [70.9] 16,310 175.6 10,969 [50.7]

計 23,603 4.8 36,122 6.2 12,519 53.0 21,633 4.2

合計

土木 305,475 [62.2] 303,011 [51.7] △2,464 △0.8 320,144 [61.7]

建築 185,829 [37.8] 282,952 [48.3] 97,123 52.3 198,538 [38.3]

計 491,305 100.0 585,964 100.0 94,659 19.3 518,683 100.0

(その他の事業売上高) (単位：百万円、％)

項目

前第２四半期累計期間
自 2021年４月１日
至 2021年９月30日

当第２四半期累計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

増減
前期実績

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

金額 金額 金額 増減率 金額

その他の事業 2,483 2,266 △217 △8.7 5,077

〔主な受注工事〕

福岡県 池町川 第二放水路（仮称）築造工事

九州電力株式会社 沈堕発電所総合更新工事のうち土木本工事・土木除却工事

小田原市 高田浄水場再整備事業 設計建設業務

日本中央競馬会 美浦トレーニング・センター厩舎改築（第３期）工事

株式会社ニコン （仮称）新社屋建設計画

本田技研工業株式会社
株式会社本田技術研究所
　栃木Sakura C棟新築工事（建築工事）

〔主な完成工事〕

国土交通省関東地方整備局 ２０号調布（２）共同溝他工事

独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構 北陸新幹線、浅水川橋りょう他

旭化成株式会社
五ヶ瀬川発電所土木設備撤去工事一式
　及び土木設備改修工事一式

福岡篠栗特定目的会社 （仮称）篠栗物流センター新築工事

株式会社ケーズホールディングス ケーズホールディングス本社新築工事

医療法人社団清明会 （仮称）静岡リハビリテーション病院移転新築計画

　


